
１．はじめに

　機械技術に対する社会の信頼と負託を得て、社会の

信頼に応え、社会を先導するため、本会は 2007 年の
創立 110 周年を契機に、産官学連携センターに技術
ロードマップ委員会を常設し、独自の視点に立った

JSME 技術ロードマップの作成を行ってきた。これ
まで本会の 10 部門が、社会・技術的ニーズを見据え
たテーマとキーパラメータを選定し、技術の変遷を、

具体的な物理インディケータの数値とブレークスルー

技術をもって説明し、2030 年に向けた社会動向のシ
ナリオを明らかにしている。

　これらの技術ロードマップは、各部門内での検討に

とどまらず、部門横断的なテーマの抽出にも重要な役

割を果たし、また国が策定する技術戦略マップや海外

との協働活用すれば新たな技術展望を俯瞰することが

できる。これを受けて今年度は特に JSME 技術ロー
ドマップの“横断検討”と“海外発信”に注目して、

特別企画を組んだ。

２．JSME技術ロードマップの海外発信
　2007 年 10 月に公表した JSME 技術ロードマップ
は、その後英語に翻訳され 2008 年 4 月から本会ホー
ムページに掲載されている。それと呼応するように、

4月 17,18日には ASMEの呼び掛けで世界 15 カ国の
機械系団体から 200 名がワシントンに集結し、2028
年の機械工学のあるべき姿と機械技術者の果たすべき

役割をテーマに、グローバルサミットが開催された。

　日本からは白鳥会長が参加し、本会 10 部門作成の
JSME 技術ロードマップを用いて、技術の来るべき
未来の姿を具体的に説明した。この様に総合的な社会

イメージを描けるのも JSME 技術ロードマップの特
徴の一つであり、専門家集団である部門が、各々テー

マは多岐に亙り異なるものの、視点とフォームを共通

化し、横断的な検討を可能とした事による。サミット

でもこの点を強調し、大きな関心が寄せられた。

　図１は高熱流束除熱技術のロードマップで選定した

物理インディケータとして除熱できる熱流束の数値的

変遷を示したものである。

　物理インディケータからは表 1 の手順によってブ
レークスルー技術と社会変化のシナリオが抽出、表２

の結果を得る。

　

イノベーションを牽引する機械技術

 －技術ロードマップから見る 2025年の社会展望－（その２）
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図１　高熱流束序熱技術のロードマップ

表１　社会変化のシナリオ抽出

　　　表２　高熱流束除熱技術によるブレーク

　　　　　　スルー技術と社会変化シナリオ



　今回はグローバルサミットという好機を得たが、

JSME 技術ロードマップの海外発信は常設委員会の
活動の一環として、ホームページや様々な国際交流の

機会を通じ、積極化を図る方針である。

３．JSME技術ロードマップの横断的検討
経済産業省の技術戦略マップでは、多岐に亙る技術

を体系化して整理し、細分化された各々の技術分野に

おける課題の抽出を行っている。

これらと各部門が選定したテーマとの対比を試みる

と、現在 JSME 技術ロードマップは技術戦略マップ
が規定する技術のうち５つの分野（更に細分化した 16
の技術分野）に対応しており、そこに列挙された技術

課題のいくつかに関し、具体的に数値的な解答を提供

していることが分った。

すなわち技術を網羅的に時間軸上に序列化する技術

戦略マップに対し、JSME 技術ロードマップはその
中のある課題に関し、時間軸の高精度化と技術の数量

化を実現している。つまりこれらを相補的に用いれば、

特定の技術だけでなく複数の技術の動向と展開を相対

的に、時間と達成度の両面から明示できるので、正に

ロードマップ本来の役割が果たされている事になる。

更にこれが企業や研究機関の技術開発ロードマップの

策定に役立てば、産官学の協働サイクルが実現される

訳で、その点からも意義深い。

JSME 技術ロードマップが解決に貢献できる経済
産業省技術戦略マップが課題の例を表３に示す。

逆に技術戦略マップが規定する技術分野を軸にして

JSME 技術ロードマップの各テーマを観察すれば、
部門横断的な検討テーマの発掘が可能となる。技術戦

略マップの情報分野の側面で整理すると表４を得るが、

ここでは５部門のロードマップが関わっている。これ

らが予測する技術に横串を立てると、例えば、ユーザ

ビリティに優れたヒューマンインターフェース実現に

向けた高集積電子デバイスの加工法と実装法ならびに

冷却技術が顕在化する。これをロードマップから導か

れる社会的ニーズと位置付け、達成に必要なシーズ技

術をテーマに選定する事により、合目的的な新たなロ

ードマップを構築できる。他技術分野でも同様の展開

が可能であり、技術戦略マップの分野への準拠は

JSME技術ロードマップの横断的検討の一助となる。

４．おわりに

　技術ロードマップは継続的な見直しと時代に即した

新たなテーマの設定、そして社会への発信が必須であ

る。３年目に入る今年度は、部門横断的なテーマ評価

に加え、国際的な技術動向を注視しながら、積極的な

海外発信に努めたい。

表３　JSME技術ロードマップと技術戦略マップの対応

表４　技術戦略マップの分野に基く JSME技術マップの整理の例


